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教育事務所 開催方法  
参 加 校 

（中学校２６校８６人、高校１２校６３人） 
開 催 日 

葛南 オンライン 
県立津田沼高等学校、習志野市立中学校３校（第三・第四・

第五） 
７月２７日（水） 

北総 

（印旛） 
オンライン 

県立白井高等学校、白井市立中学校５校（白井・大山口・

南山・七次台・桜台） 
７月２８日（木） 

東葛飾 対面 
県立高等学校２校（我孫子・我孫子東）、我孫子市立中学

校６校（我孫子・湖北・布佐・湖北台・久寺家・白山） 
８月 １日（月） 

北総 

（海匝） 
オンライン 

県立高等学校５校（銚子・銚子商業・旭農業・東総工業・

匝瑳）、市立銚子高等学校、旭市立中学校５校（第一・ 

第二・海上・飯岡・干潟） 

８月 １日（月） 

東上総 対面 
県立茂原高等学校、茂原市立早野中学校、白子町立白子 

中学校、長柄町立長柄中学校、長南町立長南中学校 
８月 ９日（火） 

南房総 対面 
県立長狭高等学校、鴨川市立中学校３校（鴨川・長狭・ 

安房東） 
８月１０日（水） 

Vol.２９２ 

９月号-１ 

中学生や高校生が日頃学校や日常生活の中で考えている事柄や問題について、県職員等と意見交換

を行う「中学生・高校生との交流会」を各教育事務所にて開催しました。今年度は、３つの教育事務

所では対面での交流、２つの教育事務所ではオンラインでの交流を行いました。対面での実施は令和

元年度以来３年ぶりです。 

２ 意見交換の概要・提案事項等 
 

１ 開催状況 

 各会場で取り組んだテーマと中学生・高校生からの意見や提案事項は、以下のとおりでした。 

 

≪提案事項等≫  

○高校にはどのようなことが学べる学科やコースがあるとよいか。 

 ・情報（プログラミング）や音楽などを学べる学科やコースを今より増やしてほしい。（葛南） 

 ・政治やビジネスに特化した学科やコースがあるとよい。（北総、東葛飾、東上総） 

 ・看護科をふやしてほしい。（北総） 

 ・公務員養成コースがあるとよい。（東上総） 

 ・英会話や国際文化について学ぶ学科やコースがあるとよい。（葛南、東上総、南房総） 
 
○将来、社会人として活躍するために、今のうちから身に付けておく力や体験しておく

べきことは何か。 

 ・コミュニケーション能力。（葛南、北総、東上総、南房総） 

 ・職業体験やアルバイト、ボランティアの経験。（東葛飾、北総、東上総） 

 ・自分の意見をまとめ、発信する力。（北総、南房総） 

・他校などさまざまな人と交流できる今回のような機会を増やしてほしい。（葛南、東葛飾） 

 

※県教育委員会への提案事項の対応については、今後関係課で検討します。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件についてのお問い合わせ先 企画管理部教育政策課 電話０４３－２２３－４１７７ 
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県立茂原高校でのグループ討議 

県立津田沼高校でのオンライン交流 県立白井高校でのオンライン交流 

県立匝瑳高校でのオンライン交流 県立我孫子高校でのグループ討議 

３ 開催日の様子 
 

北総教育事務所（印旛地区） 

北総教育事務所（海匝地区） 

東上総教育事務所

東葛飾教育事務所 

葛南教育事務所 

南房総教育事務所 

県立長狭高校でのグループ討議 



★★★ インデックス＆ミニ・トピックス ★★★ 

 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

インデックス(目次) 頁 

令和４年度中学生・高校生との 

交流会 
１、２ 

インデックス＆ミニ・トピックス ３ 

心のバリアフリー教育の推進 ４ 

令和 5年度千葉県公立高等学校 

第 1学年生徒募集定員の決定 
５ 

県内学校ミニ・ニュース 

（四街道市立南小学校） 
６ 

はたらくってカッコいい 

～「県庁子ども参観日」～ 
７ 

千葉県児童生徒・教職員科学作品展

一般公開 
８ 

イベント情報 別冊 
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千葉県立大原高等学校海洋科学系列では、栽培漁

業の意義を知り放流対象魚の取り扱いを学習する

ため、実習で種苗生産・中間育成したヒラメの稚魚

を大原沖に放流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
詳しくは、こちら↓ 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouhou/
photo-2022/220712.html 

 

◎さらに情報をお知りになりたい方、ご意見のある方は、次のアドレスにアクセスしてください。 
県教育委員会ウェブサイト ：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html 
フ ォ ト ニ ュ ー ス ：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouhou/photo-index.html 
ご 意 見 ・ ご 提 案 メ ー ル：  

ヒラメ種苗放流実習を行いました（7 月 12日） 

各学校のウェブページから「県教委ニュース」へ

のリンクをお願いしています。バナーもご活用く

ださい。 



 

★★★心のバリアフリー教育の推進★★★ 
 

 

 

 

 

『I’mPOSSIBLE
ア イ ム ポ ッ シ ブ ル

』日本版のリニューアル教材公開！ 
公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会は、９月５日（月）に昨年

行われた東京２０２０パラリンピック競技大会の閉会式（９月５日）に合わせて、     

『I’mPOSSIBLE』日本版のリニューアルされた教材の公開を始めました。 

今回の改訂では、東京大会の情報や写真が更新され、ロゴやデザインも変わりました。 

すべての児童・生徒が互いの人権を大切にし、支え合う共生社会の担い手になれるように、

「心のバリアフリー教育」に活用できる内容が含まれた教材です。小学生版と中高生版の２種

類があり、それぞれに実技と座学があります。 

指導案、教師用授業ガイド、映像資料、ワークシート等がダウンロードできます→       

（https://www.parasports.or.jp/paralympic/iampossible） 
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お問い合わせ先  企画管理部教育政策課  電話０４３－２２３－４１７７ 

心のバリアフリー教育の推進 
＜ 今年度の取組等紹介 Vol.4 ＞ 

「東京 2020 パラリンピックのレガシーについて考えてみよう！（座学）」 

国立競技場を題材として、大会をきっかけに広がり始めた「共生社会の実現を目指す動き」

や、「人々の意識の変化」を学び、大会のレガシーを考える内容です。障害理解や他者の尊重

について気づきを得るアクティビティが含まれています。 

 

 

 

※小学生版と中高生版でテーマは同じですが、説明の仕方や設問が異なります。 

僕は、他の人とは違うことを優遇するのも差別で、他の人と何ら変わらない仲間という 

意識で一緒に行動したり一緒に遊んだりそういうことをすることが共生社会の実現とし

て大変なんじゃないかと思いました。（中略）自分にできないことに目を向けるという 

視点もしっかり持ちつつ、自分ができることを伸ばしていく自分が活躍できる社会、自分

をどう活かすかというところが大切になってくると思います。 

授業を受けた中学３年生の声 



★★★ 令和５年度千葉県公立高等学校第１学年生徒募集定員の決定 ★★★ 

 目次へ 
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   令和５年３月の中学校卒業予定者については、５万３千８０人で、前年と比較して８０人の

増を見込んでいます。また、令和５年３月の県内国公私立中学校卒業予定者の高等学校等への

進学率は、９８．９％程度になるものと推測され、進学予定者数は、５２，４９６人になるも

のと見込まれます。ここから定時制・通信制への進学見込み者及び県内私立高等学校、県外高

等学校の全日制への進学見込み者等を除き、令和５年度公立高等学校全日制の課程 募集定員

を３万１千１２０人と決定いたしました。 

令和５年度千葉県公立高等学校全日制の課程の第１学年の生徒募集定員については、志願倍

率の推移や学校の施設状況等を考慮し、合計９学級の減少を行いました。 

なお、定時制の課程、通信制の課程及び専攻科については、前年と同数となります。 

 

区 分 募 集 定 員 学 級 数 備         考 

全 日 制 ３１，１２０人 ７７８学級 ３６０人減（９学級減） 

定 時 制 １,４４０人 ３６学級 令和４年度と同数 

通 信 制 ５００人  令和４年度と同数 

専 攻 科 ５０人  令和４年度と同数 

※全日制の募集定員は、市立稲毛高等学校附属中学校の卒業生分を除く。 

 
県立高等学校全日制の課程のうち、募集学級数を変更する学校の内訳 

学区 学校名 学科名 募集学級数 備考 

第２ 
船橋北 普通 ６→５  

松戸 普通 ６→５ 芸術科は変更なし（学校全体７→６学級） 

第３ 

鎌ヶ谷西 普通 ６→５  

沼南 普通 ５→４  

流山南 普通 ８→７  

第４ 
佐倉東 普通 ５→４ 

調理国際科、服飾デザイン科は変更なし 
（学校全体７→６学級） 

四街道北 普通 ７→６  

第９ 
市原 普通 ３→２ 園芸科は変更なし（学校全体４→３学級） 

市原八幡 普通 ６→５  

 

各高等学校、各学科の募集定員など詳細については、ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/press/2022/koukou/0408boshuuteiin.html 
 

 

 

令和５年度千葉県公立高等学校第１学年生徒募集定員の決定 

お問い合わせ先  企画管理部教育政策課  電話０４３－２２３－４０２６ 



  ★★★県内学校ミニ・ニュース★★★  

       P６                  目次へ 

                                 

（四街道市立南小学校） 

本校は、古い歴史を持つ地区と新しく造成された地区を学区としており、来年度で創立１５０

周年を迎えます。地域的には、農地および工業団地が広がる中、大規模な住宅の造成が行われ、

児童数は増加しております。古くからの伝統に支えられ、学校行事や様々な学習、地域行事にお

いて、保護者や地域の方と連携した取組を行っており、子どもたちは貴重な学びや体験ができて

います。本校の取組を紹介します。 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 
 

１年生 生活科「公園たんけん」 
多くの地域の方々から、木々の自然や生き物

のようすについて教わりました。 

２年生 生活科「ザリガニ釣り体験」 
地域や保護者の方々から、ザリガニの釣り方

やそのコツを教わりました。 

４年生 総合的な学習の時間 
安全マップを作成するため、地域の方々と学

区の危険箇所について確認しました。 

３年生 総合的な学習の時間 
創立１５０周年に向けて、元校長先生や地域

の方々から、南小の歴史を学びました。 

５年生 総合的な学習の時間 
地元の農家や地域の方々と共に、田植えを行

いました。秋には稲刈りをします。 

６年生 総合的な学習の時間 
キャリア教育として、地元の企業の方々の協

力により、職業体験を行います。 



★★★ はたらくってカッコいい～「県庁子ども参観日」～ ★★★ 
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 千葉県教育委員会では、子どもたちが保護者や大人の働く姿に接することができるよう、

県の各機関、市町村、県内企業等に「子ども参観日」の実施を呼びかけるキャンペーンを実

施しています。 
 令和４年８月２日（火）に、新型コロナウイルス感染防止への対応をとりながら、県庁

「子ども参観日」を実施しました。 

この件についてのお問い合わせ先 
教育振興部 生涯学習課 
電話 ０４３－２２３－４０６９ 

チーバくんとも 
名刺交換をしま
した！！ 

自分だけの名刺を
手作りしました！ 

保護者のデスク
に座ってお仕事
体験！ 



★★★ 令和４年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展一般公開★★★ 
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県教委ニュ-ス VOL.２９２（９月－１号） イベント情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼さわやかちば県民プラザ  

［〒277-0882 柏市柏の葉 4-3-1］ 電話 04-7140-8600  

https://www.skplaza.pref.chiba.lg.jp/ 

 

◆書のパフォーマンス発表会 

県内の高等学校の書道部によるダイナミックな書道のパフォーマンスです。歌や音楽に合わせ

て、高校生の夢や情熱が巨大な紙の上に表現されます。 

 

【参加校】５０音順 

県立我孫子高等学校 県立柏の葉高等学校 県立国府台高等学校 

 県立小金高等学校 県立流山南高等学校 県立松戸馬橋高等学校 

 県立松戸南高等学校 県立松戸六実高等学校 芝浦工業大学柏中学高等学校 

 千葉英和高等学校 八千代松陰高等学校 

 

 日時 １０月２日（日） 午前１０時から午後３時まで（予定） 

          （各校１０分程度の発表を順番に行います） 

場所 さわやかちば県民プラザ内１階 「アゴラ」 

 

 

さわやかちば県民プラザ 

県立図書館 

青少年自然の家 

NO.1 

さわやかちば県民プラザ・県立図書館・県立青少年施設では、新型コロナウイルス

感染拡大の状況により、急きょ利用時間、イベント内容などの変更をすることがあり

ます。お出掛けの際は、各施設のホームページなどでご確認ください。  

 

「ちばりすネット」で、みんなの学びを応援します！ 

さわやかちば県民プラザでは、県内の講座イベント情報などの生涯学習に関する情報を 

インターネットを通じて提供する「ちばりすネット」を運用しています。 

 以下の講座やイベント以外にも、たくさんの情報が詰まっています。 

地域や日時、内容などで絞り込んで検索することもできますので、 

ぜひご活用ください。右記ＱＲコードからアクセスできます。 



 

【観覧について】 

 学校関係者席と一般席を設置します。一般席は３５席で、どなたでも観覧できます。 

 事前申込はありませんので、観覧希望の方は当日お越しください。 

【問い合わせ】 

さわやかちば県民プラザ 事業振興課 

 電話：０４－７１４０－８６１５ 

  

◆柏の葉アカデミア講座Ⅲ 

さわやかちば県民プラザでは、研究機関や大学等との連携講座である、「柏の葉アカデミア講

座」を開催します。第３回目の今回は、東京大学大学院 新領域創成科学研究科 メディカル

情報生命専攻 教授 鈴木
す ず き

 穣
じょう

先生をお招きし、「生活の中に生きるゲノムの科学」をテーマ

に講演を行います。両親から受け継いだ「ゲノム」は、年齢を重ね、時として病気になりなが

らその機能を変化させています。感染症にかかることで変化する部分は”免疫”として、最近、

大きな注目を集めています。 

私たちの研究室では、コロナウイルスのゲノム解析も行っています。感染症を含めた私たち

をとりまく環境とゲノムとの相互作用について、議論してみませんか。 

 

 日 時 １０月１５日（土）午後２時から午後３時３０分まで 

 場 所 さわやかちば県民プラザ３階 大研修室 

 参加費 無料 

 対 象 どなたでも 

 定 員 ９０人 ※定員を超えた場合は抽選 

 申込方法 ①来所：総合受付にて、所定の申込用紙で申し込む。 

②Ｗｅｂ：さわやか県民プラザホームページＷｅｂ申込フォームにより申し込む。 

③電話：04-7140-8615 に午前９時から午後５時までの間に電話で申し込む。 

 申込締切 １０月１日（土） 

 

◆ちばのお宝再発見 

伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

記念館（香取市）・大原幽
おおはらゆう

学
がく

記念館（旭市）・菱川師宣
ひしかわもろのぶ

記念館（鋸南町）の収蔵品

を展示します。千葉県にゆかりの深い偉人、三人をより深く知ることができるチャンスで

す。伊能忠敬記念館からは、２ｍ×１ｍの大パネル伊能図をはじめ、江戸時代に現在の日本

地図とほぼ同じ地図を完成させた伊能忠敬の足跡を写真・パネル等で紹介します。大原幽学

記念館では、世界で初めて農業協同組合「先祖株組合」を作った大原幽学の功績を写真・パ

ネル等で紹介します。菱川師宣記念館からは、「浮世絵の祖」とよばれる菱川師宣の魅力や作

品を写真・パネル等で紹介します。三偉人記念館の展示およびギャラリートークがお楽しみ

いただけます。ぜひご来場ください。 
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【会 期】 １０月１９日（水）から１０月３０日（日）まで 

午前９時から午後９時 

※１０月２４日(月)は休所日  

【対 象】 どなたでも 

【定 員】 なし 

【参加費】 無 料 

【展示品を学芸員が詳しくご説明するギャラリートークのご案内】 

 ・伊能忠敬記念館  １０月２２日（土）①午前１０時～ ②午後１時～ 

 ・菱川師宣記念館  １０月２３日（日）①午前１０時～ ②午後１時～ 

 ・大原幽学記念館  １０月２９日（土）①午前１０時～ ②午後１時～ 

       ※ 定員：各先着１０人（定員を満たし次第締切） 

 申込方法：９月２1 日（水）から電話受付(午前９時～午後５時) 

（さわやかちば県民プラザ 04-7140-8615） 

 

▼県立中央図書館  

［〒260-8660 千葉市中央区市場町 11-1］ 電話 043-222-0116  

https://www.library.pref.chiba.lg.jp/ 

 

○定期開催するもの（参加費：無料） 

◆おはなし会 

絵本を読んだり、おはなし（ストーリーテリング）をしたりします。 

保護者の方から離れて、一人でおはなしがきける 5 歳から小学生のお子さんが参加できます。 

 

日 時：毎週土曜日 午後２時から午後２時３０分まで 

定 員：3 人程度（人数を超えた場合は時間をずらして実施します） 

ホームページのＵＲＬ： 

http://www.library.pref.chiba.lg.jp/information/central/_2.html 

 

◆親子で楽しむえほんの会 

3、4 歳のお子さんと保護者の方が参加できる会です。 

親子で絵本や言葉に親しんでみませんか。 

 

日 時：毎月第 2・４土曜日 午前１０時３０分から午前１１時まで 

※この時間帯以外でも、当日の児童資料室開室時間中に親子の方から希望があれば、可能な限

り「いつでも」えほんの会を行います。どうぞお気軽にご来館ください。 

定 員：親子 3 組（人数を超えた場合は時間をずらして実施します） 

ホームページのＵＲＬ： 

http://www.library.pref.chiba.lg.jp/information/central/_2.html 
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▼県立君津亀山青少年自然の家  

［〒292－0526 君津市笹宇片倉 1661-1］ 電話 0439-39-2628 

 http://www.kimikame.net 

 

◆6 歳になったら机を作ろう！ 

この体験は、ただパーツを組み立てるだけではありません。のこぎり・ハンマー・ドリルな

どの本格的な工具を使って、親子で力を合せて机を作っていきます。木こり＆机作りの工程は

お子さんにとってはかなりの作業量があり、頑張って作った達成感が味わえます。また、自分

で自分の机を作るため、モノを大切にする心も育みます。親子でのご参加はもちろん、おじい

ちゃん・おばあちゃんのご参加も OK！家族で作る机は、モノとしての机だけでなく、大切な

思い出の詰まった宝箱にもなります。 

 

日 時：１２月１１日（日） 午前１０時から午後 4 時まで 

場 所：県立君津亀山青少年自然の家  

参加費：86,000 円  

対 象：5 歳以上の子どもとその保護者  

定 員：5 組（申込先着順） 

申 込：HP より WEB 申し込み受付中  

締 切：定員になり次第締切 

申し込み先・問い合わせ先：県立君津亀山青少年自然の家  

電 話：0439－３９－２６２８  

ホームページのＵＲＬ： http://www.kimikame.net 
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▼県立鴨川青少年自然の家  

［〒299－2862 鴨川市太海 122‐1］ 電話 04-7093-1666 

 http://www.echiba-sports.org/kamo/wp/ 

 

◆ブルーダック海の宝探し 

海岸でビーチコーミングをして、見つけた材料を用いて創作活動をします。 

 

日 時：令和４年１０月２３日（日）午前１０時から午後３時３０分まで 

場 所：県立鴨川青少年自然の家・城崎海岸  

参加費：１，０００円（材料代・保険代） 

対 象：小学生 

定 員：２０人（申込先着順） 

申 込：９月２３日（金）午前９時から電話により申し込み 

締 切：１０月２３日（木）ただし、定員になり次第締切 

申込先・問い合わせ先：県立鴨川青少年自然の家  

電 話：０４－７０９３－１６６６ 

ホームページのＵＲＬ： http://www.echiba-sports.org/kamo/wp 

 

◆ウミホタル観察会 

ウミホタル採集ビンの製作、ウミホタルの採集、ウミホタルの生態の説明および観察、発光 

実験等を行います。 

 

日 時：１０月２９日（土）午後３時５０分から午後５時３０分まで 

場 所：渚の駅たてやま、館山夕日桟橋 

参加費：２００円（餌台、保険代） 

対 象：小学生以上の親子 

定 員：２０人（申込先着順） 

申 込：９月２９日（木）午前９時から電話により申し込み 

締 切：１０月１９日（水）ただし、定員になり次第締切 

申込先・問い合わせ先：県立鴨川青少年自然の家  

電 話：０４－７０９３－１６６６ 

ホームページのＵＲＬ： http://www.echiba-sports.org/kamo/wp 
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体育関連施設の注目イベント情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼東総運動場 [旭市]0479-68-1061 

https://www.cue-net.or.jp/kouen/toso/ 

ヒルトレックコース利用案内 

 ヒルトレックコースは、起伏のある草原を走るヒルトレックトレーニングに由来し、約８千㎡の草地

の斜面を利用した、１周約１ｋｍの本格的なトレーニングコースです。 

 心肺機能の向上、筋力アップを目指す全てのアスリートに有効なコースです。 

◆日 時：通年利用可（ただし、大会等利用時を除きます。） 

◆料 金：無料 

◆申 込：利用する場合は、事前に予約をして下さい。 

受付期間は、利用日の２ヶ月前の１日から、利用日までで、先着順に申し込めます。 

例 １１月１０日に使いたい場合 ⇒ ９月１日～当日まで受付可 

※利用日の２ヶ月前の１日が休場日の場合は翌日が受付開始日となります｡ 

◆利用内容等について  

・スパイクの利用は禁止です。ジョギングシューズ等で利用してください。                                   

・順路に沿って走ること（時計と逆周り）。逆走は禁止です。                                         

・運動場施設の利用は、トイレ以外使用できません（更衣室等は使えません）。                                  

・陸上用具の貸し出しはできません。                             

▼東総運動場 [旭市]0479-68-1061 

https://www.cue-net.or.jp/kouen/toso/ 

多目的広場・広場等利用案内 

 多目的広場は、高麗芝：約２千㎡。広場は、高麗芝：約８千㎡でグラウンド・ゴルフ、陸上大会時の

アップ場として利用できます。 

◆日  時：通年利用可       

◆料  金：無   料 

◆申  込：占用して利用する場合は、事前に予約をしてください。 

受付期間は、利用日の２ヶ月前の１日から、利用日の３日前まで、先着順に申し込めます。 

例 １１月１０日に使いたい場合 ⇒ ９月１日～１１月７日まで受付可 

※利用日の２ヶ月前の１日が休場日の場合は翌日が受付開始日となります。 

◆注意事項：球技は禁止です。ボールが広場の外へ出る可能性のある競技（グラウンド・ゴルフ、ゲー

トボール等は除く）には利用できません。 

※サッカー大会時のアップ場としての利用の場合に限りサッカー利用は可能です。 

ただし、ボールが外へ出る可能性のある練習はできません。 

スパイクでの利用は芝生保護のため禁止です。アップシューズ等で利用してください。 

運動場施設の利用は、トイレ以外使用できません。（更衣室等は使えません。）  

陸上用具の貸出しはできません。 

天候、芝生の状況により利用を制限する場合が有ります。 
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▼千葉県総合スポーツセンター [千葉市]043-290-8501 

http://www.cue-net.or.jp/kouen/sportscenter/ 

バドミントン教室（小・中学生） 

事業等の概要・趣旨等 
 小学生の部では、ラケットの持ち方やルール等基礎から楽しく学びます。 
 中学生の部では、基本を中心に学び、個々のレベルアップを目指して実践練習を中心に行いま

す。公認指導員が指導をいたします。初心者・男女問わず大歓迎です。 
用具はこちらで用意いたします。 

 

◆日  時：10 月 18 日～12月 6日（期間中の火曜日）  

小学生：17：15～18：45  中学生：19：00～20：30 

◆場  所：千葉県総合スポーツセンター内 スポーツ科学センター4 階 多目的アリーナ 

◆教 室 数：各 8 回 

◆参 加 費：各 5,600 円/（スポーツ保険代含む） 

◆対   象：原則小・中学生（経験不問） 

◆定   員：30 人 ｂ 

◆申   込：9月 20 日（火）まで ※締切日必着（申し込み多数の場合は抽選） 

◆申込方法：①往復はがき：〒263-0011 千葉市稲毛区天台町 323 宛  
必要事項（教室名、住所、氏名、性別、生年月日、学年、年齢、 

学校名、電話番号）を記入の上郵送（締切日必着） 

②窓口申込み：窓口（千葉県総合スポーツセンター スポーツ科学センター２階） 

   官製はがきを持参 

③メール  ：教室専用アドレス（ccsc-kyousitu@cue-net.or.jp）宛 

       必要事項を入力 
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